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要     旨 

ア．緒言（目的）                                            

化生とはある分化した細胞が別の分化した細胞に変化することであり、前癌状態の一つであるとされて

きた。Helicobacter pylori（H. pylori）感染による胃粘膜の化生では、腸上皮化生がよく知られている

が、胃粘膜の胃底腺領域にある別の化生系統である偽幽門腺化生・幽門腺化生は全く注目されていない。

一方で近年、胃底腺領域に spasmolytic polypeptide-expressing metaplasia （SPEM）という化生が

動物実験から提唱されている。多くの論文では偽幽門腺化生・幽門腺化生と SPEM とは同じものとさ

れ、SPEM は新しい用語、偽幽門腺化生・幽門腺化生は古い用語として扱われることが多い。本研究で

は偽幽門腺化生・幽門腺化生に着目して、それらの組織学的な背景と H. pylori 除菌後の変化について

検討した。さらに、SPEM が偽幽門腺化生・幽門腺化生と一致するかどうかも免疫組織学的に検討した。                                             

イ．研究対象及び方法（材料を含む）                                    



 № 2  

1993 年 1 月から 2016 年 12 月まで本学で H. pylori 除菌前に Updated Sydney System（USS）に従っ 

て、適切に 2 点生検（前庭部大弯、体中部大弯）された 314 症例について後ろ向きに検討した。免疫染

色を行い、胃底腺領域である体中部大弯にある偽幽門腺化生（pepsinogen I 陽性）・幽門腺化生

（pepsinogen I 陰性）を特定した。また、314 例のうち 47 例は除菌前から除菌後 10 年間にわたり毎

年生検されており、除菌前から除菌後 10 年目までの偽幽門腺化生・幽門腺化生の腺管数の変化を検討

した。さらに偽幽門腺化生・幽門腺化生が、SPEM が発現するという trefoil factor family 2（TFF2）

を発現するかどうかも確認した。                                      

ウ．結果                                           

314 例のうち、偽幽門腺化生が見られる症例では、偽幽門腺化生・幽門腺化生が見られない症例と比較

して、組織学的に炎症、活動性、萎縮、腸上皮化生が進行していた。幽門腺化生が見られる症例では偽

幽門腺化生が見られる症例と比較して萎縮、腸上皮化生が進行していた。また、47 例の検討では、偽幽

門腺化生・幽門腺化生の腺管数は、H. pylori 除菌前と比較して除菌後 6 年目で有意に減少していた。さ

らに、TFF2 は必ずしも偽幽門腺化生・幽門腺化生に発現はしていなかった。                                             

エ．考察                                           

胃底腺領域では H. pylori 感染により炎症、活動性、萎縮、腸上皮化生が高度になっていくと偽幽門腺

化生が発生し、さらに萎縮、腸上皮化生が進行すると幽門腺化生が発生した。このことから、偽幽門腺

化生が幽門腺化生に変化していく可能性が考えられた。また、H. pylori 除菌前と比較して除菌後には偽

幽門腺化生、幽門腺化生とも減少していた。さらに、偽幽門腺化生・幽門腺化生は必ずしも SPEM で

はなかった。                                         

オ．結語（まとめ） 

偽幽門腺化生・幽門腺化生は同じ化生系統の中での異なった表現型と考えられ、H. pylori 除菌で改善す

ることから、除菌により胃癌のリスクが低減することが予想された。また、今後は人間に対しては偽幽

門腺化生・幽門腺化生と表現するか、少なくとも偽幽門腺化生・幽門腺化生と SPEM は区別して表現

するべきである。                                             

                                               

                                               


